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紹
　
介

阿
部
泰
郎
著

『湯
屋

の
皇
后
』
『
聖
者

の
推
参
』中

川

真

弓

阿
部
泰
郎
氏
が
一
連
の
論
考
を
ま
と
め
ら
れ
た
近
著

『聖
者
の
推
参
　
中
世

の
声
と
ヲ
コ
な
る
も
の
』
は
、
す
で
に
発
表
さ
れ
た
旧
稿
を
改
稿
増
補
し
、
さ

ら
に
新
稿
を
加
え
て
の
編
集
で
、
以
下
の
十
章
か
ら
成
る
。

序
章

「中
世
の
声
」、
第

一
章

「声
の
芸
能
史
し、
第
二
章

「声
わ
ざ
人
の

系
譜
」
、
第
二
章

「推
参
考
」、
第
四
章

「中
世
寺
社
の
宗
教
と
芸
能

（南

都
篇

・
北
嶺
篇
ご
、
第
五
章

「霊
地
荘
厳
の
声
」、
第
六
章

「熊
野
考
」、

第
七
章

「笑
い
の
芸
能
史
」、
第
八
章

「
ヲ
コ
人
の
系
譜
」、
終
章

「文
覚

私
註
」

本
書
以
前
に
上
梓
さ
れ
た

『湯
屋
の
皇
后
　
中
世
の
性
と
聖
な
る
も
の
』
に

お
い
て
、
氏
は
、
禁
制
や
結
界
を
侵
犯
し
越
境
し
よ
う
と
す
る
女
人
の
物
語
を

通
じ
て
、
中
世
的
な

〈聖
な
る
も
の
〉
が
顕
現
す
る
形
態
を

一
貫
し
て
示
さ
れ

た
。
今
回
の
著
書
は
そ
れ
に
続
く
も
の
で
、
収
め
ら
れ
た
論
考
に
は
、
前
書
の

初
出

一
覧
で
掲
げ
ら
れ
て
い
た
数
多
く
の
関
連
論
文
の
う
ち
数
篇
も
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
新
た
な
テ
ー
マ
の
も
と
、
前
書
と
は
別
の
角
度
か
ら
中
世
を

照
射
し
、
相
互
に
補
完
し
あ
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
氏
ご
自
身
、
本
書
の
中

で
両
書
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
弓
聖
者
の
推
参
』
は
、
前

著

『湯
屋
の
皇
后
』
の
姉
妹
篇
と
い
う
べ
き

一
具
の
書
物
で
あ
る
。
前
著
に
お

い
て
、
〈性
〉
こ
そ
が
喚
び
お
こ
す

〈聖
な
る
も
の
〉
と
は
何
か
、
を

一
貫
し
て

追
い
求
め
た
、
そ
の
過
程
で
立
ち
顕
れ
た
境
界
の
彼
方
へ
越
境
し
よ
う
と
す
る

人
間
の
あ
り
か
た
と
し
て
の

「推
参
」
は
、
本
書
に
お
い
て
正
面
か
ら
押
し
出

さ
れ
る
主
題
と
な
っ
た
。」
（「あ
と
が
き
」
四

一
九
頁
）

第
二
章

「推
参
考
」
は
、
そ
の

「推
参
」
に
つ
い
て
正
面
か
ら
取
り
上
げ
る
。

本
章
は
、
本
誌
第
五
十
三

・
五
十
四
輯
合
併
号

（
一
九
九
〇
年
三
月
）
に
発
表

さ
れ
た
同
名
論
文
を
礎
稿
と
す
る
も
の
。
日
記
等
の
記
録
語
と
し
て
用
い
ら
れ

た

「推
参
」
と
い
う
語
の
生
成
の
問
題
を
含
め
、
物
語
や
芸
能
の
世
界
に
見
ら

れ
る

「推
参
」
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「推
参
」
と
い
う
営

為
の
中
に
そ
の
人
間
の
あ
り
方
を
見
よ
う
と
す
る
氏
の
ま
な
ざ
し
が
窺
え
よ
う
。

第

一
、
二
章
で
は
、
神
仏
と
人
と
の
間
を
介
す
る

「声
」
の
機
能
に
つ
い
て

考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
第
四
、
五
章
で
も
、
宗
教
的

・
儀
礼
的
な
場

に
お
け
る
託
宣
や
芸
能
の
中
の

里
戸
」
に
、
〈聖
な
る
も
の
〉
と
の
交
信
を
読
み

解
く
。
続
く
第
六
章

「熊
野
考
」
で
は
、
具
体
的
に
霊
地
と
し
て
の
熊
野
を
め

ぐ
る
諸
相
を
探
る
。
第
七
、
八
章
で
は
、
「声
」
の
位
相
の
一
つ
で
あ
る
「笑
い
」

の
芸
能
性
や
、
そ
れ
を
喚
起
す
る

「
フ
コ
」
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
存
在
が
王

権
の
秩
序
や
体
制
を
可
視
化
し
、
同
時
に
ゆ
さ
ぶ
る
は
た
ら
き
を
有
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
彼
自
身
が
境
界
を
体
現
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

終
章

「文
覚
私
註
」
は
、
本
書
書
き
下
ろ
し
。
文
覚
上
人
が
後
白
河
院
の
御

所
で
あ
っ
た
法
住
寺
殿
へ

「推
参
」
し
た
事
件
か
ら
書
き
起
こ
し
、
史
実
と
物

語
の
両
面
で
様
々
に
語
ら
れ
た
文
覚
像
に
迫
る
、
著
者
渾
身
の
一
篇
で
あ
る
。

本
著
で
論
じ
ら
れ
て
き
た

〈声
〉
と

〈
ヲ
コ
〉
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
あ
た
か
も
体

現
す
る
か
の
よ
う
な
文
覚
像
は
、
終
章
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

文
献
資
料
の
博
捜
と
中
世
全
体
を
俯
瞳
す
る
視
野
に
支
え
ら
れ
、
本
書
自
体

が
様
々
な
領
域
を
越
境
し
て
み
せ
る
。
な
お
、
豊
富
な
図
版
と
そ
れ
に
施
さ
れ

た
脚
注
は
、
本
書
の
内
容
を

一
層
興
味
深
い
も
の
と
し
て
い
る
。

３
湯
屋
の
皇
后
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
七
月
発
行
、
四
〇
四
頁
、

本
体
価
格
三
八
〇
〇
円
／

『聖
者
の
推
参
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

一



年

一

一
月
発
行
、
四
三
七
頁
、
本
体
価
格
四
二
〇
〇
円
）

―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―




